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装置概要

ヘッドスペース（ＨＳ）サンプラーとキャピラリーカ

ラムを使用したガスクロマトグラフ及び四重極質

量分析計を結合した複合分析装置です。バイア

ル瓶に水試料及び塩化ナトリウムをとり、一定率

の空間が残るようにして密閉します。一定温度で

気液分配平衡状態とした後、バイアル内の気相

の一定量を、ガスクロマトグラフに導入して各成

分を分離し、質量分析計（ＭＳ）で検出・定量しま

す。各化合物の検出・確認は、マスクロマトグラム

法又は選択イオン検出（ＳＩＭ）法で行います。

川重テクノロジー 分析装置ギャラリー

ヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析計

主な応用範囲

・水中の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）分析 ・土壌、廃棄物中の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）分析

・残留有機溶剤分析 ・発生ガス分析 ・香気成分分析

島津製作所製
ヘッドスペースガスクロマトグラフ質量分析装置
ＧＣＭＳ－ＱＰ２０１０Ｕｌｔｒａ ＨＳ－２０

Ｆｉｇ２． ＴＩＣ（Ｓｔａｎｄａｒｄ １ｐｐｂ）

Ｆｉｇ１． ヘッドスペース法の原理

１ １，１－ジクロロエチレン
２ ジクロロメタン
３ トランス－１，２－ジクロロエチレン
４ シス－ １，２－ジクロロエチレン
５ クロロホルム
６ １，１，１－トリクロロエタン
７ 四塩化炭素
８ ベンゼン
９ １，２－ジクロロエタン

１０ トリクロロエチレン
１１ １，２－ジクロロプロパン
１２ ブロモジクロロメタン

１３ シス－１，３－ジクロロプロペン
１４ トルエン
１５ トランス－１，３－ジクロロプロペン
１６ １，１，２－トリクロロエタン
１７ テトラクロロエチレン
１８ ジブロモクロロメタン
１９ ｍ，ｐ－キシレン
２０ ｏ－キシレン
２１ ブロモホルム
２２ １，４－ジクロロベンゼン

分析例

下図はヘッドスペース法の原理図および標準試料２３成分（１ｐｐｂ）を測定した時のトータルイオ

ンクロマトグラム（ＴＩＣ）です。

GCへ導入

バイアルを密閉し、一定温度で加熱し、揮発成分を揮発さ
せる。その温度での気液平衡状態とした後、ヘッドスペｰス
部（気相部）の一部をGCに導入する。
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お問い合わせは
明石 ０７８－９２１－１６６３
神戸　０７８－６８２－５２５８
東京 ０３－３４３５－２４８５
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分析・環境評価




